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　前方後円墳は、3世紀の纒向遺跡（奈良県桜井市）で
誕生した。前方後円墳は、ヤマト建国の象徴でもある。
　最大の前方後円墳は大仙陵古墳（大阪府堺市）で、
全長525mある。山にしか見えないその偉容から天皇
権力の大きさを思い浮かべるかもしれないが、それは
誤りだ。世界中の王墓は都の近郊に造られ、中央集権
国家のオブジェだった。かたや前方後円墳は、地方の
王（首長）も造ることができた。しかも、ヤマトの王家
とほぼ同等の規模を誇る墳墓も出現した（たとえば岡
山市の造山古墳。墳丘長360m）。前方後円墳は、ヤマ
ト政権の統治システムが地方分権型だったことを今に
伝えている。

　なぜ、前方後円墳の形は誕生したのだろう。もとも
とは周濠をともなう円墳で、外から墳墓に通じる通路
を備えたことで、この形が生まれたと考えられている。
　ヤマト建国の前後、前方後円墳は瀬戸内海を中心と
する西側に広まったが、ほぼ同時に前方後方墳（前も
後ろも四角）が東日本で盛行した。東西を二分するよう
な状況だったが、ヤマト建国とともに、一気に前方後円
墳が各地の首長に受け入れられ、共通の埋葬文化でつ
ながるゆるやかなネットワークが完成した。東北南部ま
で、前方後円墳は伝播している。
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